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3
月
14
日

仲
村
助
役
の
出
席
を
求
め

郵
便
局
へ
の
事
務
委
託
の
基

本
的
な
考
え
方
を
質
し
ま
し

た
。付

託
議
案
13
件
の
内
容

に
つ
い
て
慎
重
審
議
を

行
っ
た
結
果
は
、
園
部
幼
稚

園
摩
気
分
園
お
よ
び
西
本
梅

分
園
の
廃
止
に
係
る
条
例
改

正
に
つ
い
て
は
、
反
対
意
見

が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
可
決
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。
そ
の
他
10
件

の
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
通

信
基
盤
整
備
事
業
に
係
る
変

更
請
負
契
約
案
件
3
件
を

可
決
し
、
南
丹
市
デ
ジ
タ
ル

防
災
無
線
施
設
整
備
工
事
に

つ
い
て
は
八
木
町
域
か
ら
遂

次
整
備
す
る
こ
と
を
認
め
ま

し
た
。
18
年
度
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、
交
付
税
等
の

確
定
に
伴
う
歳
入
の
補
正
と

事
業
の
執
行
に
目
途
が
つ
い

て
残
額
が
生
じ
た
た
め
歳
出

の
減
額
を
行
う
も
の
で
こ
れ

を
可
決
し
ま
し
た
。

八
木
町
市
営
バ
ス
運
行
の

請
願
書
に
つ
い
て
は
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

1
月
31
日

「
南
丹
市
民
の
住
宅
改
修

に
際
し
助
成
制
度
の
創
設
を

求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
の

審
査
の
た
め
、
紹
介
議
員
よ

り
請
願
の
主
旨
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

2
月
20
日

事
業
部
長
等
よ
り
住
宅
改

修
に
か
か
る
助
成
制
度
等
に

関
連
し
て
、
国
・
府
・
市
の

各
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

3
月
12
日

付
託
さ
れ
た
議
案
8
件

に
つ
い
て
、
公
の
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

「
健た

楽の

憩し

の
園
」「
園
部
内
林

町
3
号
公
園
」「
園
部
公
園

ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
と
市
道
認

定
「
市
道
長
谷
八
木
支
線
」

「
市
道
内
環
状
線
」
の
2
議

案
に
つ
い
て
は
現
地
調
査
を

実
施
し
慎
重
審
査
し
、
全
議

案
を
可
決
す
べ
き
と
決
し
ま

し
た
。

い
て
説
明
を
求
め
、

南
丹
市
の
監
視
状

況
な
ど
を
調
査
し

ま
し
た
。

カ
ン
ポ
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
㈱
は
、

園
部
町
の
誘
致
企

業
で
、
地
元
川
辺

地
区
・
園
部
町
・

カ
ン
ポ
に
よ
る
公

害
等
防
止
に
関
す

る
協
定
書
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
が
、

協
定
内
容
に
基
づ

く
監
視
が
充
分
に

行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。

1
月
22
日

環
境
調
査
等
の
説
明
を

求
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
要
望
を
反
映
す
る
環
境

調
査
を
要
請
し
ま
し
た
。

2
月
13
日

カ
ン
ポ
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
㈱
を
訪
れ
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
の
調
査

に
よ
る
と
、
限
界
集
落
は

全
国
で
7
8
0
0
に
の
ぼ

り
、
今
後
10
年
間
で
消
滅

す
る
と
見
ら
れ
る
集
落

は
、
2
6
0
0
を
超
え
る

と
の
予
測
が
出
て
い
る
。

美
山
町
に
は
、
限
界
集
落

が
8
つ
あ
り
今
施
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
喫

緊
の
課
題
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

行
政
と
住
民
が
協

働
し
、
地
域
力
を
向
上
さ

せ
て
い
く
。
ま
た
、
交
流

人
口
の
増
加
や
地
域
産
業

の
振
興
を
は
か
り
限
界
集

落
を
防
い
で
い
き
た
い
。

今
、
策
定
を
進
め
て
い
る

南
丹
市
総
合
振
興
計
画
に

盛
り
込
み
対
応
し
て
い

く
。

近
年
、
過
疎
化
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域

で
は
、
火
災
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
市
と
し
て
の
、

高
齢
者
へ
の
防
火
・
防
災

対
策
を
伺
う
。

消
防
法
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
23
年
度
よ

り
住
宅
へ
の
火
災
報
知
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る

の
で
、
独
居
老
人
宅
へ
早

期
に
設
置
で
き
る
よ
う
対

策
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

高
齢
者
を
始
め
と
す
る
災

害
弱
者
対
策
を
、
福
祉
・

地
域
両
面
か
ら
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

美
山
町
知
井
振
興
会

で
は
、
市
や
府
の
事
業
を

活
用
し
て
豊
か
な
里
山
の

復
元
に
、
努
力
し
て
い
る
。

獣
害
対
策
を
主
目
的
と
し

て
い
る
が
、
倒
木
対
策
や

地
域
お
こ
し
に
効
果
が
あ

る
。
全
市
的
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

地
域
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
大
変
意
義
あ
る

も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

他
地
域
で
取
り
組
ま
れ
る

な
ら
ば
、
市
と
し
て
も
協

力
し
て
い
く
。

問

問

問

市
長

市
長

市
長

過疎化が進む集落

限界集落への
施策が必要 丹政クラブ

外田　誠 議員

南丹市総合振興計画に盛り込み対応市長

南
丹
市
議
会
臨
時
会
が
、
1
月
29
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
4
件
が
提
案
さ
れ
、
総
務

常
任
委
員
会
に
付
託
の
後
、
質
疑
採
決
が
行

わ
れ
全
議
案
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

●
日
吉
地
区
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

光
ケ
ー
ブ
ル
引
込
工
事
請
負
契
約

㈱
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

京
都
支
店

9
3
6
8
万
円

●
日
吉
地
区
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

伝
送
路
等
整
備
工
事
請
負
契
約
の
変
更

㈱
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

京
都
支
店

3
億
9
4
1
万
円

●
美
山
地
区
情
報
基
盤
整
備
工
事

（
伝
送
路
工
事
）
請
負
契
約
の
変
更

㈱
き
ん
で
ん
　

京
都
支
店

1
億
8
4
0
8
万
円

●
美
山
地
区
情
報
基
盤
整
備
事
業

（
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
）

請
負
契
約
の
変
更
　

日
本
電
気
㈱
　
京
都
支
店

1
億
7
0
4
6
万
円
　

臨
時
会

総
務
常
任
委
員
会

カンポリサイクルプラザ現地調査

市道長谷八木支線現地調査

情報通信基盤整備事業（日吉町内）

質 問 �質 問 �一 般 �

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会�

�

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会�

�

常
任
委
員
会�

�

活
動
報
告

活
動
報
告�

活
動
報
告�

産
業
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

「

「

1月

南
丹
市
の
安
全
・
安
心
を

揺
る
が
す
事
件
が
発
生

昨
年
末
に
、
カ
ン
ポ
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
㈱
に
お
い

て
、
基
準
値
を
超
え
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
が
確
認
さ

れ
、
府
の
指
導
で
焼
却
炉

が
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

1
月
11
日

船
井
郡
衛
生
管
理
組
合

か
ら
、
現
状
報
告
と
停
止

後
の
家
庭
ゴ
ミ
処
理
に
つ


